コペンハーゲンのごみ収集事情 by 長谷川 三雄






















2009 年 12 月 7 日から 19 日まで，コペンハーゲンで気候変動枠組条約第
15 回締約国会議 COP15，および，京都議定書第 5 回締約国会合 COP／
MOP5 が開催された。
COP15 の重要な課題は，京都議定書の第一約束期間（2008 年～2012 年）
後の次期約束期間において，国際的にどのような温暖化防止対策を推進する
か検討することであった。しかし，「COP はコペンハーゲン合意に留意する」
















本報告は，2009 年 3 月にごみ収集会社 R98 を訪問し，アドバイザーの Jes 
König 氏とコペンハーゲンのごみ収集事情について会談した内容を，まとめ
たものである。






















R98 は 1964 年から家庭のごみ収集を始めており，1970 年以降はコペン
ハーゲンとフレデリクスベルグにおいて，ごみ収集事業を独占してきました。
R98 がコペンハーゲンおよびフレデリクスベルグと結んだ契約期間は，1970
年から 2020 年までです。契約期間が終了する 2020 年に固執すると，今後は
様々な訴訟問題が起き，その対応に多大な労力を費やさなければならないた
め，R98 は契約期間の終了を待たないで，2011 年 5 月 1 日に解体すること
にしました。
2－2　組織
R98 の代表者会はメンバーが 67 名います3）（図 1）。メンバーになっている
人は，不動産所有者，アパートに住んでいる人の組合，一戸建て住宅に住ん
でいる人の組合などの民間組織から選ばれた人が多数を占めています。その




関連会社には R98 が 100％所有しているレンホールドやレノフレックス他









全従業員は 450 人です。その内の 300 人が実際にごみの収集作業に携わっ








パートが 308,000 世帯，一戸建て住宅が 22,750 世帯あり，その他に小規模ビ










ん。リフトを設置するには約 3 万 DKK の費用がかかりますが，その設置費
出所：Jes König 氏のプレゼンテーション資料
Fig.2.　R98 - Organization3)

















Per Fischer 氏がガラスビンを投入している。 （コペンハーゲン；2009 年 3 月）

















いる。（コペンハーゲン：2009 年 3 月）













植栽ごみの収集期間は，3 月 15 日から 10ヶ月間です。コペンハーゲンの
写真 3　アルバーツルン市廃棄物担当官の Per Fischer 氏が，自宅で危険物を入れる
赤色のコンテナについて説明している。コンテナには蛍光灯やスプレー缶が
入っている。（コペンハーゲン；2009 年 3 月）




























が普通のパターンです。それを 2 週間に 1 回ずつ収集します。2 週間毎の収



























R98 は，2007 年に様々なごみと資源ごみを合わせて 311,000 トンを収集し
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ました3）（表 1）。人口一人当たり年間で約 500kg になります。ただし，

















Table 1.　The collection of waste3).

























宅に住んでいる人は，基本料金の 500DKK を含めて，1 家族で年間に約
3,000DKK の収集料金を負担しています。同様に，アパートの居住者は約
1,200DKK の負担になります。アパートのごみ収集料金は 1 週間に約 23DKK
です。例えは良くないですがタバコ 1 箱の値段が 32DKK ですから，ごみの
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から，ABC モデルの計算は容易になります。









料金は 4.09DKK ですから，100m2 の住宅に住んでいる人は，1 年間の基本料






Table 2.　The collection of waste - Activity Based Costing (ABC)3).
出所：Jes König 氏のプレゼンテーション資料
DKK





例えば，家庭ごみのコンテナが 4 個あり，4 個のコンテナを置く場所が 4
箇所あり，コンテナ 1 個の容積が 600 リットルとして，1 週間に 2 回収集に
来ると仮定します（写真 4）。1 週間に 2 回来て，その度に 2,400 リットルの







写真 4　R98 のアドバイザーを務める Jes König 氏が，アパートにおける家庭ごみの
収集料金の計算法を説明している。（コペンハーゲン；2009 年 3 月）
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4 倍になります。
4）　15m 以上歩かなければならない所は，余剰の 1m 毎に料金を加算します。







作業員は仕事が終わったら帰ります。作業員の賃金は 1 日に 7．4 時間，
すなわち，1 週間で 37 時間の労働時間で設定した賃金です。作業員の労働
時間が，例え 20 時間であっても，37 時間分の給料を支払います。一日の仕
事量は平均すると 5～6 時間です。すなわち，25 時間の労働時間で 37 時間
分の給料を得ています。
出所：Jes König 氏のプレゼンテーション資料
Table 3.　Salary system for dustmen collecting residual waste3).
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コペンハーゲンにおける市民のごみ収集事業をおこなっているごみ収集会
社 R98 を，先回訪問したのは 2005 年 11 月である。その際は，同社のアド
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